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紹介コメント 

 本書は、「地下水の自然の露頭である湧泉」について書かれた本である。ちなみに、湧泉

とは、湧き水の存在する「場所」を意味する。ただし、本書では、湧泉だけでなく、現地

調査全般に関する貴重なアドバイスがちりばめられている。なお、「湧泉から湧出する湧水」

といったとき、湧出とは地下水がわきだす「こと」であり、湧水とは、湧き出した水その

「もの」を意味する。言葉の違いに敏感になれることも、本書の利点の一つかもしれない。 


